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のようなものが必要にならないのか､教員なら誰でも良いのかとの質問に対して､誰でも構わな

いということであった｡その理由は､人的な制約によるもので､適当なメンターの教員を探すの

は容易ではない｡院生には､的確なフィー ドバックをしてくれる教員を探すように指導している｡

フアカルテイ･メンターは重要であると思われるが､人的な側面から正式には導入されていない｡

アメリカやオーストラリアでは行っているが､カナダではフアカルテイ･メンターリングの制度

はない｡彼女が 10年前に就任したとき､学問分野を超えて､新任教員のためのフアカルテイ･

メンターリングがあったが､その3年後から廃止された｡その理由は､メンターに選ばれなかっ

た教員の社会的プレッシャーである｡ これは､アメリカの大学とは対照的である｡ 文献によれば､

少数民族 (黒人､女性､外国人など)系の教員が､メンターを探すことは容易ではなく､｢差別的｣

である｡ もちろん､メンターを探せてうまくいく場合もある｡

(写真)SuzanneLe-MavSheffieldと一緒に

マイクロティーチングの経験で

最も重要なことは､｢自信の構築

(ConfidenceBuilding)｣である｡

マイクロティーチングの経験には

二通りある｡それは､同僚の前で

行うもので､これは､安全な環境

(SafeEnvironment)において新

たな試みを実験するときに効果的

である｡ この場合､失敗したとき

のペナルティや恥を恐れる必要が

ない｡

しかし､200名の学生の前に立って実際に教える身体的プレッシャーとは異なる｡ たとえば､

一つのクラスで授業がうまく教えられたからといって､別のクラスでうまくいくとは限らないと

いう､現実的な側面に直面する｡ 授業は生きもので､完壁ではない｡このような考えは､認定書

プログラムを履修したものと､そうでないものとの根本的な違いである｡認定書プ ログラムの経

験は､実際のティーチングで問題に直面したときに､プログラムでの経験を生かして､どこに問

題があったか分析し､冷静に省察 (リフレクション)することを可能にする｡院生は専門分野に

ついては知っていても､ティーチングのことは知らない｡

認定書を授与されたことで､就職に有利に働くかとの質問に対して､即答はできないとしなが

らも､個人的な意見では､雇用委員は認定書プ ログラムを授与されているから雇用するというこ

とはないが､この教員を雇用すればティーチングのことは心配する必要がないと考えることには

のようなものが必撃にならないのか､教員なら誰でも良いのかとの質PL那こ対して､誰でも構わな

いということであった｡その理由は､人的な制約によるもので､適当なメンターの教11を探すの

は容易ではない｡院生には､的確なフィー ドバックをしてくれる教員を探すように指導している.

プアカルテイ･メンターは互主要であると思われるが､人的な側面から正式には導入されていない.

アメリカやオース トラリアでは行っているが､カナダではフ7カルテイ･メンターリングの制度

はない｡彼女が 10年前に就任したとき､学問分野を超えて､新任教員のためのプアカルテイ･

メンターリングがあったが､その3年後から廃止された.その理由は､メンターに選ばれなかっ

た教月の社会的プレッシャーであるOこれは､アメリカの大学とは対.F照的である｡文献によれば､

少数民族 (騒人､女性､外国人など)系の教員が､メンターを探すことは容易ではなく､｢差別的｣

である.I)ちろん､メンターを探せてうまくいく場合もある｡

(写光)SuzanneLe･MavSherfleldと一緒に

マイクロティーチングの経験で

椴も並嬰なことは､｢自信の構築

(ConfldenceBulldlng)｣である.

マイクロティーチングの経験には

二通りある｡それは､同僚の前で

行うもので､これは､安全な環境

(SafeEnvlronment)において新

たな試みを実験するときに効果的

であるOこの場合､失敗したとき

のペナルティや恥を恐れる必要が

ない｡

しかし､200名の学生の前に立って実際に教える身体的プレッシャーとは炎なる｡たとえば､

-つのクラスで授諜…がうまく教えられたからといって､別のクラスでうまくいくとは限らないと

いう､現実的な側面に正面する｡授井は生きもので､完壁ではない.このような考えは､認定恕

プログラムを履修したものと､そうでないものとの根本的な違いであるO雷巳定むプログラムの経

験は､実際のティーチングで問題に直面したときに､プログラムでの経験を生かして､どこに関

越があったか分析し､冷静に省察 (リフレクンヨン)することを可経にする.院生は噂門分野に

ついては知っていても､ティーチングのことは知らない｡

認定ミ埠を授与されたことで､就耶削こ有利に働くかとの質問に対して､即答はできないとしなが

らも､個人的な意見では､雇用委員は認定型Fプログラムを授与されているから雇用するというこ

とはないが､この教員を屑用すればティーチングのことは心配する必要がないと考えることには

のようなものが必要にならないのか､教員なら誰でも良いのかとの質問に対して､経でも梢わな

いということであった｡その理由は､人的な制約によるもので､適当なメンターの教Llを探すの

は容易ではない｡院生には､的純なフィー ドバックをしてくれる教員を探すように指導している｡

プアカルテイ･メンタ-は玉野であると思われるが､人的な側面から正式には導入されていない.

アメリカやオース トラリアでは行っているが､カナダではフアカルテイ ･メンターリン//の制度

はない.彼女が 10年前に就任したとき､学問分野を超えて､新任教員のためのプアカルテイ ･

メンターリングがあったが､その3年後から廃止された.その理由は､メンターに選ばれなかっ

た教員の社会的プレッシャーである｡これは､アメリカの大学とは対照的である｡文献によれば､

少数民族 (投入､女性､外国人など)系の教員が､メンターを探すことは容易ではなく､｢差別的｣

である.もちろん､メンタ-を探せてうまくいく場合もある.

(写旗)Su:乙anneLe･MaySheErleldと一紙に

マイクロティーチングの経験で

瓜も滋賀なことは､｢自信の柄築

(ConfldenceBulldLng)｣である｡

マイクロティーチングの経験には

二通りある｡それは､同僚の前で

行うもので､これは､安全な環境

(SafeEnvlrOnment)において新

たな試みを実験するときに効果的

である.この場合､失敗したとき

のペナルティや恥を恐れる必要が

ない｡

しかし､200名の草生の前に立って実際に教える身体的プレッシャーとは典なる｡たとえば､

-つのクラスで授業がうまく教えられたからといって､別のクラスでうまくいくとは限らないと

いう､現実的な側面に正面する｡授菜は生きもので､完蟹ではない｡このような考えは､認定軒

プロ//ラムをJ酬直したものと､そうでないものとの根本的な違いであるB認定むプログラムの経

験は､実際のティーチングで聞抱に直面したときに､プログラムでの経験を生かして､どこに関

越があったか分析し､冷静に省察 (リフレクンヨン)することを可経にする｡院生は*F7Fl分野に

ついては知っていても､ティーチ/グのことは知らない｡

吾監定むを授与されたことで､就耶削こ有利に働くかとの質問に対して,即答はできないとしなが

らも､個人的な岩見では､雇用委員は認定壬Fプログラムを授与されているから雇用するというこ

とはないが､この教員を扉用すればティーチングのことは心配する必要がないと考えることには
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繋がる｡これは､彼女の研究プ ロジェクトの質問項目にも含まれるが､認定書プ ログラムを授与

されたことで､ティーチングについてそうでないものよりも明るくなり､自らのティーチング ･

フィロソフィーも堂々と語れるようになることは確かである｡ これは､どのような大学に応募す

るかでも異なる｡ ティーチングを重視する大学の場合は､認定書プ ログラムが考慮されるが､リ

サーチを重視する大学では､あくまでの研究業績が第一義的に考慮され､採用後､ティーチング

について心配しなくてもすむ程度の考えである｡ しかしながら､パラダイムシフトが起こり､教

育の質保証､学習成果が問われるようになってきたので､ティーチングが重視される傾向にあり､

これから 10年内に教員が学習成果やコースデザインについての経験があることは､高い評価に

繋がると思われる｡ そうなると認定書プログラムを授与していることは､今よりも有利に働くと

思われる｡

カナダでは､どの程度の大学で認定書プログラムを提供しているのかとの質問に対して､ほと

んどの大きな大学では類似のプログラムを提供している｡ 最近の研究で､どの大学で認定書プロ

グラムを提供しているかについてまとめたものがある｡ 各大学でプ ログラムの内容が異なる｡ た

とえば､1週間のトレーニングとティーチング ･ドシエーを書かせる簡単なものから､大学でマ

イクロティーチングの経験をさせるところ､観察的なティーチング (ObservationalTeaching)

をやらせるところなど多様で､これは大学の規模やリソースによっても違ってくる｡

2.オンタリオ州

2-1.オンタリオ州高等教育クオリイティ審議会 での聞き取り調査

前述のように､ケン･ノリエ (KenNorrie,ⅥcePresident,Research)は､オンタリオ州高等

教育クオリイティ審議会 (HigherEducationQualityCouncilofOntario,HEQCO)で研究部門

長である｡ 彼に､オンタリオ州の大学教員の実態について聞いた｡

カナダの大学教員は､自主性 (Independent)が強く､公務員 (CivilServant)ではない｡彼ら

は､大学に雇われる｡ カナダの大学の大半は公立 (Public)で､宗教系の私立の大学がいくつか

ある｡ オタワに連邦政府 (FederalGovernment)があり､10の地方政府 (Provinces)がある｡

地方議会 (ProvinceLegislature)が､大学を運営する｡ 公立とは､多くの基金が地方政府から拠

出されているという意味である｡ 授業料など､すべてが州政府の規定にもとづいて行われ､大学

が窓意的に決めることはできない｡オンタリオ州政府の場合､約 40%が学生からの授業料､約

40%が州政府から援助で賄われ､残りが寄付金や事業からの収入である｡ 大学は､伝統的に州ご

とに異なる｡ たとえば､ケベック州は一般的に管理されるが､オンタリオ州は自主性が強い｡オ

ンタリオ州には､専門的なことを学ぶカレッジ (2yearsor3yearsColleges)があるが､それは

繋がる.これは､彼女の研究プロジェクトの質問項目にも含まれるが､認定里芋プログラムを授与

されたことで､ティーチングについてそうでないものよりも明るくなり､自らのティーチング ･

フィロソフィーも堂々と語れるようになることは疎かである｡これは､どのような大学に応募す

るかでt)興なる.ティーチングを重視する大学の場合は､認定空Fプログラムが考慮されるが､リ

サーチを韮視する大学では､あくまでの研究英紙が弟一兵的に考心され､採用後､ティーチン//

について心配しなくてもすむ程度の考えである｡ しかしながら､パラダイムシフトが起こり､教

育の質保証､学習威光が関われるようになってきたので､ティーチングが丑祝される傾向にあり､

これから 10年内に教員が学習威光やコースデザインについての経験があることは､両い評価に

繋がると思われる｡そうなると許定むプログラムを授与していることは､今よりも有利に働くと

漕われる.

カナダでは､どの程度の大学で認定葺!Fプログラムを提供しているのかとの乍引桝こ対して､ほと

んどの大きな大学では敵似のプログラムを提供している｡瓜近の研究で､どの大学で認定草宇プロ

グラムを提供しているかについてまとめたものがある｡各大学でプログラムの内容が輿なる.た

とぇば.li削りの トレーニングとティーチング ･ドンエーを空手かせる竹上iiなものから､大学でマ

イクロティーチングの経験をさせるところ､観察的なティーチング (ObservatlOnalTeachlng)

をやらせるところなど多様で､これは大学の規模やリソースによっても違ってくる｡

2 オンクリオ州

2-1 オンタリオ州高等教育クオリイティ審議会 での聞き取り調査

前述のように､ケン.ノリエ (KenNorrle,VICePresldent,Research)は､オンクリオ州柁右等

教育クオリイティ解放会 (HlgherEducationQualltyCouncllofOntarlO,HEQCO)で研究部門

長である｡彼に､オンクリオ州の大学数flの実懐についてriiい た｡

カナダの大学教員は､自主性 (Independent)が強く､公務1-i(CIVllServant)ではない｡彼ら

は､大学に擢われる｡カナダの大学の大半は公立 (PubllC)で､宗教系の私立の大学がいくつか

ある｡オタワに連邦政府 (FederalGovernment)があり､10の地力政JTj=(ProvlnCeS)があるo

地方諏会 (ProvlnCeLe glShture)が､大学を運営する.公立とは､多くの基金が地方政Jriから拠

出されているという宕味である｡授恭料など､すべてが州政府の規定にもとづいて行われ､大学

が慈恵的に決めることはできない.オンタリオ州政府の場合､約 40%が学生からの授業料､約

40%がM政府から援助で蛸われ､残りが寄付金や:弥菜からの収入である.大学は､伝統的に州ご

とに典なる.たとえば､ケ-ツク州は一般的に管理されるが､オンクリオ州は自主性が強いCオ

ンタリオ州には､専門的なことを学ぶカレッジ (2yearsor3yearsCo11eges)があるが､それは

繋がる.これは､彼女の研究プロジェクトの質問項目にも含まれるが,認定むプログラムを授与

されたことで､ティーチングについてそうでないものよりも明るくなり､自らのティーチン//A

フィロソフィーも堂々と語れるようになることは榛かである｡これは､どのような大学にXLT:多芸す

るかでも異なる.ティーチングを重視する大学の場合は､認定里Fプロ//ラムが考慮されるが､リ

サーチを丑視する大学では､あくまでの研究英続が第一幾的に考慮され､採用後､ティーチン//

について心配しなくてもすむ程度の考えである｡ しかしながら､パラダイムシフトが起こり､教

育の質保証､学習成典が関われるようになってきたので､ティーチングが重視される傾向にあり､

これから 10牢内に教員が学習威光やコースデザインについての経験があることは､商い評イ｢剛こ

繋がると思われる｡そうなると宮泣定むプログラムを授与していることは､今よりも有利に働くと

IL_Fわれる｡

カナダでは､どの程度の大学で認定半;プログラムを捉供しているのかとの乍引tlHこ対して､ほと

んどの大きな大学では鞠†以のプログラムを提供している｡J鼓近の研究で､どの大学で認定PJEプロ

}/ラムを提供しているかについてまとめたものがある｡各大学でプログラムの内容が異なる.た

とえば､ L週間の トレーニングとティーチング ･ドンエーを丑‡かせる油土11なものから､大学でマ

イクロティーチングの経験をさせるところ､観照的なティーチング (Observat10Ⅰ-alTeachlI一g)

をやらせるところなど多様で､これは大学の規模やリソースによっても遊ってくる｡

2 オンクリオ州

211 オンタリオ州高等教育クオリイティ審議会 での聞き取LJ調査

前述のように､ケン.ノリエ (KenNome,VICePresldent,Research)は､オンタリオ川前等

教育クオリィティ解放会 (HlgherEducat10nQualltyCouncllofOntarlO,HEQCO)で研究部門

長である.彼に､オンタリオ州の大学教員の実態についてriilいた｡

カナダの大学数ilは､自主性 (Independent)が強く､公務員 (CIVllServant)ではない｡彼ら

は､大学にfiJi!われるOカナダの大学の大半は公立 (PubllC)で､宗教系の私立の大学がいくつか

ある｡オタワに連邦政府 (FederalGovernment)があり､10の地方政府 (Provinces)がある｡

地方銑会 CProvlnCeLeg】Slature)が､大学を運営する｡公立とは,多くの基金が地方政Jrq=から拠

出されているという芯味である｡授恭料など､すべてが州政府の規定にもとづいて行われ､大学

が丑ミ意的に決めることはできない.オンクリオ州政桁の場合､約 40%が学生からの授業料､約

40%が州政府から援助で肺われ､残りが寄付金や却:菜からの収入である.大学は､伝統的に州ご

とに兇なる｡たとぇば､ケベック州は一般的に管理されるが､オンクリオ州は自主性が強いCオ

ンクリオ州には､専門的なことを学ぶカレッジ (2yearsor3yearsColleges)があるが､それは
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州政府の管轄下でコントロールされる｡

オンタリオ州では､大学が教員を雇用し､評価する｡ トロント大学などの一部を除いて､多く

の大学は､教員を組合 (UnionorAssociation)に加入させる｡ この点からも公務員とは言えない｡

大学にどれくらいのパー トタイム (PartTime)がいるかは､ほとんど把握できていない｡その

理由は､数えきれない種類のパー トタイムが存在するからである｡パー トタイムで教える教員は､

どこかで専門の職業を就いていて､一部として教えているに過ぎない｡たとえば､医学部のパー

トタイム教員は医者として働き､その一環として授業も教えている｡学生からは､実践的な講義

が聞けると歓迎される｡彼らは､学期ごとのインストラクター (SessionalInstructor) と呼ば

れる｡ これは正式なタイ トルでは制限付き雇用で､州や大学によって呼び方が違う｡大学によっ

ては､退職した名誉教授をパー トタイムとして雇用することもある｡

最近､オンタリオ州でもパー トタイムの教員による授業が多く行われ､社会問題になっている｡

オンタリオ州では､研究活動を行っている教員から､学生は授業を受けるべきとの考えがある｡

ここには､ジレンマがある｡ 多くの研究活動をしている教員は､研究を続けることに関心があり､

教えることには積極的でない｡したがって､教える方は､パー トタイム教員に依存することにな

る｡ たとえば､マックスマスター大学 (McMasterUniversity)の 1･2年の教養教育の約 70%

は､パー トタイム教員が教えている｡ 学生側は､教員がパー トタイムであるか､フルタイムであ

るかわからない｡パー トタイム教員には､若い年齢のものが多いので､学生からは好まれる｡ パ

ー トタイム教員も組合に加入しなければ､大学で教えることができない｡たとえば､企業経営者

がパー トタイム教員として大学で教えたいと思えば､組合に入らなければならないという､｢滑稽｣

なハツプニングも起こる｡

教員 (フルタイム)の身分には3種類ある｡助教授 (AssistantProfessor)が最初の大学教員

ポストである｡ 次が､テニュア付き准教授 (AssociateProfessor)である｡ 一番上が正教授 (Full

Professor)である｡講師 (Lecture)というポジションもあるが例外的である｡ たとえば､Ph.D.の

学位を雇用前に取得していないが､1-2年内に完成できる能力を有していると認められれば､暫

定的に与えるタイ トルである｡Ph.D.の学位を取得すると､自動的に助教授に昇進する｡大学に

よっては､研究をしないで教員だけに専念する教員を､講師として雇 うこともある｡ 他のカテゴ

リーは､すべて ｢研究｣が前提となる｡

大学との特別な契約を結んでいれば別であるが､一般的に､教育 (40%)､研究 (40%)とサ

ービス (20%)(これは学部 ･学科-のサービスや社会貢献のことである)の割合になる｡授業

-の準備は教育に含まれる｡ 時間を正確に測ったものではないので､ガイ ドラインに過ぎない｡

州政府の管轄下でコントロールされる｡

オンタリオ州では､大学が敏Dを屈用し､評価する. トロント大学などの一部を除いて､多く

の大学は､教員を組合 (UnlOnOrAssoclat10n)に加入させる｡この点からも公務員とは言えないo

大学にどれくらいのパー トタイム (PartTlme)がいるかは､ほとんど把握できていない｡その

理由は､数えきれない種類のパー トタイムが存在するからである｡パー トタイムで教える教ilは､

どこかで専門の職業を就いていて､一部として教えているに過ぎない｡たとえば､医学部のパー

トタイム教員は医者として働き､その一環として授菜も教えている｡草生からは､実践的な講義

がFnHナると歓迎されるO彼らは､学期ごとのインス トラクター (Sess10nalInstructor) と呼ば

れる｡これは正式なタイ トルでは制限付き屑用で､州や大学によって呼び方が逮う｡大学によっ

ては､退職した名誉教授をパー トタイムとして雇用することもある｡

J遠近､オンクリオ州でもパー トタイムの教員による授菜が多く行われ､社会問題になっているC

オンクリオ州では､研究活動を行っている教員から､学生は授業を受けるべきとの考えがある.

ここには､ジレンマがある｡多くの研究活動をしている教員は､研究を続けることに関心があり､

教えることには横極的でないo Lたがって､教える方は､パー トタイム教1-1に依存することにな

る｡たとえば､マックスマスター大学 (McMasterUnlVerSlty)の 1･2年の散在教育の約 70%

は､パー トタイム教員が教えている｡学生側は､教員がパー トタイムであるか､フルタイムであ

るかわからない｡パー トタイム教員には､若い年齢のものが多いので､学生からは好まれるCパ

ー トタイム教flも組合に力lJ入しなければ､大学で数えることができない.たとえば､企英経営者

がパー トタイム教員として大学で教えたいと思えば､組合に入らなければならないという､｢滑稽｣

なハツプニングも起こる｡

教員 (フルタイム)の身分には3種類ある.助教授 (AssIStantProfessor)が戯初の大学数il

ポス トである｡次が､テニュア付き准教授 (AssoclateProfessor)である｡-番上が正教授 (Fun

Professor)であるC講師 (Lecture)というポシションもあるが例外的である｡たとえば､PhD の

学位を擢用前に取得していないが､1-2年内に完成できる維力を有していると認められれば､暫

定的に与えるタイ トルである｡PhD の学位を淑子上をすると､自動的に助教授に9-1進する｡大学に

よっては､研究をしないで教員だけに専念する教flを､言符節として雇うこともある｡他のカテゴ

リーは､すべて ｢研究｣が前校となる｡

大学との特別な契約を府fんでいれば別であるが､一般的に､教育 (40%)､研究 (40%)とサ

ービス (20%)(これは学部 学科-のサービスや社会訂献のことである)の',.lllJ合になるO授菜

-の碑僻は教育に含まれる.時間を正確に測ったものではないので､ガイ ドラインに過ぎないo

州政府の管轄下でコントロールされる｡

オンクリオ州では､大学が教Dを雁用し､評価する｡ トロント大学などの一部を除いて､多く

の大学は､教員を組合 (Un10nOrAssocLatlOn)に加入させる｡この点からも公務員とは言えない｡

大学にどれくらいのパー トタイム (PartTlme)がいるかは､ほとんど把握できていない｡その

理由は､数えきれない種頬のパー トタイムが存在するからである｡パー トタイムで教える教ilは､

どこかで専門の職業を就いていて､一部として教えているに過ぎないoたとえば､医学部のパー

トタイム教員は医者として働き､その一環として俊英も教えている｡草生からは,実践的な冨轄義
がl川けると歓迎される｡彼らは､学期ごとのインス トラクター (Sess10nal∫nstructor) と呼ば

れる｡これは正式なタイ トルでは制限付き屈用で､州や大学によって呼び方が違う｡大学によっ

ては､i即繊した名書教授をパー トタイムとして雇用することもある.

戚近､オンタリオ州でもパー トタイムの教員による授X-が多く行われ､社会rtl】越になっているQ

オンクリオ州では､研究活動を行っている教員から､年生は授業を受けるべきとの考えがある｡

ここには､ジレンマがある｡多くの研究活動をしている教員は､研究を続けることに関心があり､

教えることには桜極的でない｡ したがって.教える方は､パー トタイム数日に依存することにな

る｡たとえば､マックスマスター大学 (McMasterUnlVerSlty)の 1･2年の散水教育の約 70%

は､パー トタイム教員が教えている｡学生側は､教員がパー トタイムであるか､フルタイムであ

るかわからない.パー トタイム教flには､若い年齢のものが多いので､学生からは好まれる｡パ

ー トタイム教flも組合に加入しなければ､大学で教えることができない｡たとえば､企英経営者

がパー トタイム教員として大草で教えたいと思えば､組合に入らなければならないという､r滑稽｣

なハツプニングも起こる｡

教fl(フルタイム)の身分には3種郁ある｡助教授 (AssIStantProfessor)が応初の大学教員

ポス トである｡次が､テニュア付き准教授 (AssoclateProfessor)である｡-番上が正教授 (Fuu

professor)であるo講師 (Lecture)というポジションもあるが例外的である｡たとえば､PhD の

学位を屈用前に取糾していないが､1-2年内に完成できる能力を有していると絡められれば､暫

定的に与えるタイ ト′レである｡PhD の学位を坂村すると､自動的に助教授に昇進する｡大学に

よっては､研究をしないで教員だけにilf念する教員を､雷先師として雇うこともある｡他のカテゴ

リーは､すべて ｢研究Jが前斑となる｡

大学との特別な契約を結んでいれば別であるが､一般的に､教育 (40%)､研究 (40%)とサ

ービス (20%)(これは学部 ･学科-のサービスや社会fi敵のことである)の',糾合になる｡授XJ

-の準備は教育に含まれる｡時間を正確に測ったものではないので､ガイ ドラインに過ぎないO
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(写真)左からMaryCatharineLennon とKenNorrieと一緒に

これは､高校の教員のように､時間

割で固定されて拘束するものではな

い｡誰かがモニターしているわけで

もない｡たとえば､夏休暇は100%

を研究に当てることもあるが､学期

中は教育のウエイ トが大きくなるな

ど､全体としてのバランスが必要で

ある｡研究成果が重視される｡たと

えば､2年経過しても､何ら刊行物

を出されなければ､研究 (40%)を

やったことが証明されない｡

大学教員の資格についてであるが､これは､唯一､学問分野 (Disciplinary)においてである｡

現在､緩和されつつあるが､わずかな例外を除いて､学問分野で認められているのは､研究とし

てのPh.D.の学位である｡ これは､医学､歯学､リハビリ､看護などは必ずしも必要としないが､

科学､社会科学､ビジネスの分野では､Ph.D.の学位が不可欠である｡ プロフェッショナル ･ス

クールは除外される｡ このことは､政府が要求しているわけでも､誰かがPh.D.の学位がなけれ

ばいけないと言っているわけでもない｡たとえば､私が学長だとして､初等 ･中等学校の教員を

採用したからと言って､法律を触れるわけではない｡しかし､学内から批判が出ることは確かで

ある｡ 高度な学問分野の専門家として認められるPh.D.の学位がどうしても必要である｡ Ph.D.

の学位を有していないならば､大学のポストを獲得するチャンスは乏しい｡まったく､ゼロでは

ない｡それ以上の業績があれば､採用も可能である｡ 自らの業績で相手側を納得させることがで

きれば合法的となる｡ しかし､医療関係であれば､そうはいかない｡大学教員として､Ph.D.の

学位は､｢絶対的 (Essential)｣なものである｡ Ph.D.の学位がなくても能力が認められれば､

Ph.D.の学位を獲得することを前提として ｢講師｣として採用され､その後､論文を仕上げなけ

ればならない｡

Ph.D.候補生が､大学教員養成プ ログラム (PFFP)を修了した場合､そのことが評価の対象に

なるのかとの質問に対して､答えは､｢ノー｣である｡ 最近まで､Ph.D.取得者がティーチング

の経験をすることはなかった｡たとえば､私が､Ph.D.の学位を取得して教壇に立ったとき､教

授法のトレーニングなどまったく受けなかった｡当時は､Ph.D.の学位にふさわしい専門的学識

があれば､教えられると考えられ､ トレーニングなど必要ないと考えられていた｡しかし､今日

では､教員の40%を教育に専念することが謳われているため､何らかのScholarshipofTeaching

(写真)f=からMaryCaLharlnelJennOnとKenNorrleと一緒に

これは､高校の教員のように､時間

割で固定されて拘束するものではな

いO誰かがモニターしているわけで

もない｡たとえば､夏休暇は100%

を研究に当てることもあるが､学期

中は教育のウエイ トが大きくなるな

ど､全体としてのバランスが必姿で

ある.研究成米が重視されるOたと

えば､2年経過しても､何ら刊行物

を出されなければ､研究 (40%)杏

やったことが雷正明されないO

大学教員の資格についてであるが､これは､唯一､学問分野 (DISClpllnary)においでであるo

現在､緩和されつつあるが､わずかな例外を除いて､学問分野で認められているのは､研究とし

てのPhDの学位であるOこれは､医学､歯学､リハヒリ､有髄などは必ずしも必要としないが､

科学､社会科学､ビジネスの分野では､PhD の学位が不可欠である｡プロフェッショナル ･ス

クールは除外される｡このことは､政府が嬰求しているわけでも､誰かがPh工)の学位がなけれ

ばいけないと言っているわけでもないOたとえば､私が学長だとして､初等 ･中等学校の数日を

採用したからと言って､法律を触れるわけではない｡ しかし､学内から批判が出ることは確かで

ある｡高度な学問分野の専門家として認められるPhD の学位がどうしてt)必要である｡PhD

の学位を有していないならば､大学のポス トを獲得するチャンスは乏しい｡まったく､ゼロでは

ない｡それ以上の黙殺があれば､採用も可能である｡自らの英給で相手側を納糾させることがで

きれば合法的となる. しかし､医療関係であれば､そうはいかないO大学教員として､PhDの

学位は､｢絶対的 (Essentlal)｣なものである｡PhD の学位がなくても能力が認められれば､

PhD の学位を獲得することを前提として ｢講師｣として採用され､その後､前文を仕上げなけ

ればならないo

PhD 候補生が､大学教員准成プログラム (PFFP)を修了した場合､そのことが評価の対毅に

なるのかとの字引皆目こ対して､答えは､｢ノーJである｡収近まで､PhD 取得者がティーチング

の経験をすることはなかった｡たとえば､私が､PhD の学位を取得して教概に立ったとき､教

授法の トレーニングなどまったく受けなかった｡当時は､Ph工)の学位にふさわしい呼門的字音敬

があれば､教えられると考えられ､ トレーニングなど必要ないと考えられていた｡しかし､今日

では､教員の40%を教育に専念することが詣われているため､何らかのScholarshlpOfTeachlng
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を出されなければ､研究 (40%)を

やったことが証明されない｡

大学教員の資格についてであるが､これは､唯-､学問分野 (DISClpl'∫lary)においでである｡

現在､緩和されつつあるが､わずかな例外を除いて､学問分野で認められているのは､研究とし
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の学位を有していないならば､大学のポス トを獲得するチャンスは乏しいOまったく､ゼロでは

ない｡それ以上の英紙があれば､採用も可能である｡自らの業績で相手側を納得させることがで

きれば合法的となる｡しかし､医療関係であれば､そうはいかない｡大学教員として､Phl)の

学位は､｢絶対的 (Essentlal)｣なものである｡PhD の学位がなくても能力が認められれば,

PhD の学位を獲4.Jlfすることを前提として ｢講師｣として採用され､その後､論文を仕上げなけ
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andLearning(通称､SoTL と呼ぶ)が不可欠となった｡たとえば､学生はどのような状況で学

び､また､学んでいないかなどについて研究する必要が出てきた｡

その結果､オンタリオ州はもとより､ほとんどのカナダの大学に､CentreforTeachingand

Leamingができるようになった｡このセンターには､多くの学問分野､たとえば､心理学など

の専門家が配置され､SoTLに関する文献などを紹介している｡ センターでは､教員のニーズに

応じて､選択肢問題の作成や大教室での講義方法などについてもトレーニングをしている｡セン

ターでは､教員に対する ｢学生の授業評価｣にも対応している｡ もし､｢学生の授業評価｣の低い

教員がいたら､学部 ･学科長は､CTLでトレーニングを受けるように指示する｡ CTLは､その

教員のコース資料を分析して､適当なトレーニングをする｡ CTLは､実際の教室に足を運び､教

員のティーチングを観察して､たとえば､授業の大半を板書しているようでは良くないなどのコ

ンサルティングをするであろう｡ このような活動が､CTLのはじまりである｡

これまでは､高度の学問分野の研究業績と将来性が認められれば､大学のポストを獲得するこ

とが容易であったが､それだけでは ｢競争｣に勝てなくなった｡すなわち､優れたPh.D.の学位

だけしか有していない候補者よりも､優れたティーチングの能力も備えていれば､後者の方が優

先的に採用されるようになった｡このような背景に､CTLが認定書プ ログラムをはじめる動機づ

けがあった｡すなわち､化学のPh.D.候補者には､化学の授業が上手にできる教授法を､英語の

Ph.D.候補生には英語のティーチングが上手にできる教授法をトレーニングするということであ

る｡雇用する大学側は､当然のことながら､両方のスキルを有している候補者を優先する｡認定

書は､履歴書や業績書の中で明示でき､要求に応じて提示することも可能である｡この認定書プ

ログラムは､国際的な広がりを見せている｡ これまでは､Ph.D.の学位と優れた研究論文があれ

ば､雇用にこぎっけられたが､現状では､必ずしも望ましいことは思わないが､研究論文よりも

認定書が評価されるようになった｡これは､学生からの要求に加え､政治家からも院生にティー

チングのトレーニングをするようにとのプレッシャーとなっている｡ しかし､このようなシフト

が､完全に､軌道に乗るまでには､まだ2-3年はかかるであろう｡

私がトロント大学の教員で､誰かを採用するとしたら､Ph.D.学位を有し､優れた研究業績と

将来性を見定めてから決定するであろう｡従来は､候補者は学部 ･学科の教員の前でプレゼンテ

ーションを行い､候補者の専門性が厳しく問われた｡しかし､最近では､50分の授業を実際に担

当させる大学も出てきた｡その場合､教員も加わって評価することになるが､まだまだ､一般的

ではない｡たとえば､候補者に教室で授業をするように申し入れをすると蹟蹄して辞退するもの

もいる｡ 大学にもよるが､ トロント大学のように研究志向の大きな大学では､今日でも､研究論

文や研究業績にもとづいて採用を決定している｡教育を重視する小規模の大学では､当然のこと

andLearnlng(通称､SoTLと呼ぶ)が不可欠となった｡たとえば､草生はどのような状況で学

び､また､学んでいないかなどについて研究する必要が出てきた｡

その結果､オンクリオ州はもとより､ほとんどのカナダの大学に､CentreforTeachlngand

Learnlngができるようになった｡このセンターには､多くの字PLH分野､たとえば､心理学など

の中門家が配置され､SoTLにJ葵け る文献などを紹介している｡センターでは､教員のニーズに

応じて､選択肢問題の作成や大教室での富揮発方法などについてもトレーニングをしている.セン

ターでは､教員に対する ｢学生の授菜評価｣にも対応している.もし､｢学生の授菜評価｣の低い

教員がいたら､学部 ･学科長は､CTLで トレーニングを受けるように指示する｡CTLは､その

教員のコース資料を分析して､適当な トレーニングをするDCTLは､実際の教室に足を運び､教

員のティーチングを観察して､たとえば､授業の大半を板黙しているようでは良くないなどのコ

ンサルティングをするであろうOこのような活1PJが､CTLのはじまりであるQ

これまでは､開度の学問分野の研究業横と将来性が認められれば､大等のポス トを磯村するこ

とが容易であったが､それだけでは r競争｣に勝てなくなった｡すなわち､優れたPhl) の学位

だけしか有していない候補者よりも､優れたティーチングの能力もblLJえていれば､後者の方が優

先的に採用されるようになった｡このような背光に､CTLが認定むプログラムをはじめる動機づ

けがあった.すなわち､化学のPhD 候郁者には､化学の授業が上手にできる教授法を､英冨吾の

Phl)候補生には英語のティーチングが上手にできる教授法をトレーニングするということであ

る｡屈用する大学側は､当然のことながら､両方のスキルを有している候補者を優先する｡認定

空Fは､履歴黙や薬統鞍の中で明示でき､繋求に応じて提示することも可経である｡この認定むプ

ログラムは､国際的な広がりを見せている｡これまでは､Phl) の学位と優れた研究論文があれ

ば､擢用にこぎつけられたが､現状では､必ずしも望ましいことは思わないが､研究輪文よりも

認定草Fが評価されるようになった｡これは､学生からの嬰求に加え､政治家からも院生にティー

チングの トレーニングをするようにとのプレッシャーとなっている｡しかし､このようなシフト

が､完全に､軌道に乗るまでには､まだ2-3年はかかるであろう｡

私が トロント大学の教員で､雅かを採用するとしたら､PhD 学位をT7し､優れた研究業続と

将来性を見定めてから決定するであろう｡従来は､候祁者は学部 ･学科の教Dの前でプレゼンテ

ーションを行い､候補者の専門性が厳しく問われた｡しかし､jiL近では､50分の投薬を実際に担

当させる大学も出てきた｡その場合､教員も加わって評価することになるが､まだまだ､-般的

ではない.たとえば､候鮪者に教室で授菜をするように申し入れをすると松拷して辞退するもの

もいる.大学にもよるが､ トロント大学のように研究志向の大きな大学では､今日でも､研究論

文や研究菜節にt)とづいて採用を決定している｡教育を盃視する小規模･の大学では､当然のこと

andLeamlng(通称､SoTLと呼ぶ)が不可欠となった｡たとえば,学生はどのような状況で学

び､また,学んでいないかなどについて研究する必要が出てきた｡

その結果､オンタリオ,)仙まもとより､ほとんどのカナダの大学に､CentreforTeachlngand

Learnlngができるようになった｡このセンタ-には､多くの草間分野､たとえば､心理学など

の中門家が配置され､SoTLに関する文献などを紹介している｡センターでは､教員のニーズに

応じて､選択肢間匙lの作成や大教室での謂弟方法などについてもトレーニングをしている.セン

ターでは､教員に対する ｢学生の授某評価｣にも対応している.もし､r学生の授業評価｣の低い

教員がいたら､学部 ･学科長は､CTLで トレーニングを受けるように指示する｡CTLは､その

教員のコース資料を分析して､適当な トレーニングをする｡CTLは､実際の教室に足を運び､教

員のティーチングを観察して､たとえば､授業の大半を板壬Fしているようでは良くないなどのコ

ンサルティングをするであろう｡このような活動が､CTLのはじまりであるO

これまでは､古.5度の学問分野の研究業杭と将来性が認められれば､大学のポス トを磯村するこ

とが容易であったが､それだけでは ｢競争｣に勝てなくなった｡すなわち､優れたPhD の学位

だけしか有していない侯糾者よりも.優れたティーチングの能力も備えていれば､後者の方が優

先的に採用されるようになった｡このような背荻に､CTLが認定1utプログラムをはじめる動機づ

けがあった｡すなわち､化学のPhD 候郁者には､化学の授業が上手にできる教授法を､英語の

PhD候補生には英語のティーチングが上手にできる教授法をトレーニングするということであ

る｡屈用する大学側は､当然のことながら､両方のスキルを有している候補者を優先する｡認定

郡は､職歴早手や業績PJtの中で明示でき､姿求に応じて挺示することも可能である｡この誰定むプ

ログラムは､国際的な広がりを見せている｡これまでは､PhD の学位と優れた研究論文があれ

ば､屈用にこぎつけられたが､現状では､必ずしも望ましいことは思わないが､研究給文よりも

認定畢Fが評価されるようになった｡これは､学生からの要求に加え､政治家からも院生にティー

チングの トレーニングをするようにとのプレッシャーとなっている｡ しかし､このようなシフト

が､完全に､軌道に来るまでには.まだ2-3年はかかるであろう｡

私が トロント大学の教員で､経かを採用するとしたら､PhD 学位を有し､優れた研究菜杭と

将来性を見定めてから決定するであろう｡従来は､候輸者は学部 ･学科の教凸の前でプレゼンテ

ーションを行い､候補者の矧】Fl性が厳 しく問われた｡しかし､hL近では､50分の授苑を実際に担

当させる大学も出てきた｡その場合､教員も加わって評価することになるが､まだまだ､-般的

ではない.たとえば､候糾者に教室で授菜をするように申し入れをすると蹄蹄して辞退するもの

もいるO大学にもよるが. トロント大学のように研究志向の大きな大学では､今日でも､研究論

文や研究業績にもとづいて採用を決定している｡教育を韮視する小規模の大学では､当然のこと
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ながら､教育を評価するので､認定書が有利に働く｡ 大きな大学では認定書プ ログラムを無償で

提供している｡ これは､義務ではないので､履修は自由で､指導教員の意向にも左右される｡ た

とえば､人文学系の教員なら､認定書プログラムを履修することを勧めるかもしれないが､化学

などの学問分野の高齢な教授ならば､なぜ ｢無駄｣なことをするのか､そのような時間があれば､

研究論文を磨けと叱畦するかもしれない｡

なぜ､研究から教育にシフトされるようになったのかの質問に対して､多分､学生からのプレ

ッシャーによるものであると回答した｡30年前は､小さなクラスで教えた｡このような状況では､

どんな教員でも教えることができた｡彼らは､10%程度のエリー ト学生であった｡良く言われる

ことであるが､誰でもエリー ト学生には教えられる｡ 今日では､70%近くの高校卒業生が大学に

入学する｡ 彼らは､理解に苦しみ､しかも､多様な学生層である｡ たとえば､ トロント大学の約

70%の学生の親は､カナダ人ではない｡世界中から学生が集まっている｡ 今では､400人の学生

を相手に授業をしている｡

オンタリオ州では､大学院生に認定書プ ログラムを義務づけるところはない｡なぜなら､すべ

ての院生が､卒業後にアカデミックのティーチング･ポジションに就くとは限らないからである｡

たとえば､エンジニアリングの院生のほとんどは企業に就職するので､認定書プ ログラムを必要

としない｡研究所では､研究が重視されるのは当然である｡

大学教員の任用手続きは､フォーマルなものである｡ デパー トメント･チェア-が手続きをは

じめるが､最初に予算の獲得が必要である｡ 次は､カナダ全体で共通していることであるが､広

く告示することである｡多分､国際的にも広告する必要がある｡その後､応募者の書類に目を通

して書類選考をする｡ 予算枠にもよるが､3-4名をインタビュー候補者として､最終候補者

(ShortList)を作成する｡候補者をキャンパスに招待する｡ほとんどの場合､学部で学問分野に

関連してプレゼンテーションをして､選考委員が面談する｡ デパー トメント長が選考委員長とな

り､他の選考委員は選挙で決める｡ とくに､公平さを保つための配慮がされる｡ たとえば､知人

や関係者が選考委員に含まれていないか厳重にチェックする｡候補者に順位 (1-3)をつけ､オ

ファーするが､戦略が必要になる｡ たとえば､有力な候補者は､他の大学に引き抜かれる危険性

もあるので､遅れると逃げられてしまう｡

契約後､授業を担当してもらうが､初年度は少な目の負担である｡一般的には､年間 4.5コマ

である｡ なぜ､初年度が少ないかといえば､新しい大学で最初から準備すると､研究する時間が

なくなるからである｡ たとえば､初年度は､2科目を担当させ､研究を継続させ､徐々に科目を

増やしてあげる｡ これが一般的な傾向である｡若い教員には､管理職の仕事をさせないように配

慮する｡ 教員がとくにやりたいというのであれば別である｡

ながら､教育を評価するので､認定里Fが有利に働く｡大きな大学では認定むプログラムを無位で

提供している｡これは､兵務ではないので､履修は自由で､指導教11の意向にも左右される｡た

とえば､人文学系の教員なら､許定むプログラムを履修することを勧めるかもしれないが､化学

などの学問分野の高齢な教授ならば､なぜ ｢無駄｣なことをするのか､そのような時Fij】があれば､

研究愉文を磨けと叱晦するかもしれない｡

なぜ､研究から教育にシフ トされるようになったのかの質問に対して､多分､学生からのプレ

ッ./ヤーによるものであるとEl答した｡30年前は､小さなクラスで教えた｡このような状況では､

どんな教51でも教えることができたO彼らは､10%程度のエリー ト学生であったQ良く言われる

ことであるが､誰でもエリー ト学生には教えられるO今Elでは､70%近くの詩.5校卒業生が大学に

入学する.彼らは､理角削こ苦しみ､しかも､多様な学生層である｡たとえば､ トロント大学の約

70%の学生の親は､カナダ人ではない｡世非中から学生が炎まっている｡今では､400人の学生

を相手に授業をしている｡

オンクリオ,州では､大学院生に認定製Fプログラムを券務づけるところはない｡なぜなら､すべ

ての院生が､卒業後にアカデミックのティーチング･ボソンヨンに就くとは限らないからであるC

たとえば､エンシニアリングの院生のほとんどは企英に就職するので､認定PJrプログラムを必要

としない.研究所では､研究が重視されるのは当然である｡

大学教員の任用手㌫三きは､フォーマルなものである｡デパー トメント･チェアーが手続きをは

じめるが､戚初に予算の獲得が必要である｡次は､カナダ全体で共通していることであるが､広

く告示することである.多分､国際的にも広告する必嬰がある｡その後､戊､妄芸者の空手叛にElを通

してむ桁選考をする｡予弟枠にもよるが､3-4名をインタビュー候補者として､瓜終候補者

(shortList)を作成する｡候補者をキャンパスに招待する｡ほとんどの勘合､学部で学問分野に

関連してプレゼンテーションをして､選考委員が面釈する｡デパー トメント長が選考委員長とな

り.他の選考委員は選挙で決めるOとくに､公平さを保つための配慮がされる｡たとえば､知人

やr楚日系者が選考委flに含まれていないか厳並にチェックする｡候補者に順位 (1-3)をつけ､オ

ファーするが､戦略が必姿になる｡たとえば､有力な候祁者は､他の大学に引き抜かれる危険性

もあるので､遅れると逃げられてしまう｡

契約後､授英を担当してもらうが､初年度は少な目の負担である.一般的には､年間 45コマ

であるOなぜ､初年度が少ないかといえば､新しい大学でhL初から堆備すると､研究する時間が

なくなるからである.たとえば､初年度は､2科目を担当させ､研究を継続させ､徐々に科EIを

増やしてあげる｡これが一般的な傾向である｡若い教flには､管冴職の仕事をさせないように配

慮するO教員がとくにやりたいというのであれば別である｡

ながら､教育を評価するので､認定壬IFが有利に働く｡大きな大学では官署定むプログラムを無tEiで

挺供している｡これは､義務ではないので､履修は自由で､指導敏11の志向にも左右される｡た

とえば､人文学系の教員なら､認定nLfプログラムを履修することを勧めるかもしれないが､化学

などの学閥分野のLr.'齢な教授ならば､なぜ ｢無駄｣なことをするのか､そのような時rFjJがあれば､

研究論文を鮒 ナと叱噂するかもしれない｡

なぜ､研究から教育にシフ トされるようになったのかの質問に対して､多分､学生からのプレ

ッシャーによるものであると回答した｡30年前は､小さなクラスで教えた｡このような状況では､

どんな教員でも教えることができたO彼らは.10%程度のエリー ト学生であった｡良く言われる

ことであるが､経でt)エリー ト学生には教えられるO今Elでは､70%近くの-lT1.5校卒業生が大学に

入学する｡彼らは､理解に苦しみ､しかも､多様な学生層である｡たとえば, トロント大学の約

70%の学生の観は､カナダ人ではない｡性非中から学生が躯まっているO今では､400人の学生

を相手に授業をしている｡

オンタリオ州では､大学院生に認定ilFプログラムを兼務づけるところはない｡なぜなら､すべ

ての院生が.卒菜後にアカデミックのティーチング･ポジンヨンに就くとは限らないからであるQ

たとえば､エンジニアリングの院生のほとんどは企英に就職するので､駆定むプロ//ラムを必要

としない｡研究所では､研究が重視されるのは当然である｡

大学教員の任用手㌫三きは､フォーマルなものである｡デパー トメント･チェアーが手続きをは

じめるが､J鼓初に予算の獲キミ]fが必要である｡次は､カナダ全体で共通していることであるが､広

く告示することである｡多分､国際的にも広告する必要がある｡その後､応募者の亨i苦難に目を通

してむ較選考をする｡子弟枠にもよるが､3-4銘をインタビュー候補者として､)鼓終候祁者

(ShortList)を作成する｡候補者をキャンパスに招待する｡ほとんどの場合､学部で学問分野に

関連してプレゼンテーションをして､送考委員が両統する｡デパー トメント長が選考委員長とな

り､他の選考委月は選挙で決める｡とくに､公平さを保つための配慮がされる｡たとえば､知人

や関係者が選考委ilに含まれていないか厳盃にチェッ//する｡候補者に順位 (1-3)をつけ.オ

ファーするが､戦略が必要になる｡たとえば､有力な候祁者は､他の大学に引き抜かれる危険性

もあるので､遅れると逃げられてしまう｡

契約後､授英を担当してもらうが､初年度は少な目の負担である｡一般的には､年間 45コマ

である.なぜ､初年度が少ないかといえば､新しい大草で曲初から畔悩すると､研究する時間が

なくなるからである.たとえば､初年度は､2科目を担当させ､研究を継続させ,徐々に科目を

増やしてあげる｡これが一般的な傾向である｡若い教員には､管世職の仕事をさせないように配

慮する｡教員がとくにやりたいというのであれば別である｡
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質問項目の雇用の一般的な基準 (HiringStandards)であるが､理想的には､カナダの大学で

学部教育を終え､その後､ハーバー ド大学､プリンストン大学､UCバークレー大学などの大学

院でPh.D.の学位を取得し､カナダに戻って教えたいと考える候補者が望ましいと考えられてい

る｡ 基本的な基準 (PrimaryCriteria)となるのは､将来的に､どれだけの優れた研究成果が期待

できるかという点である｡ 大学あるいは学部 ･学科の評判を､将来にわたって､どのように高め

ることができるかである｡ たとえば､ トロント大学のように研究中心の大学であれば､研究業績

が判断基準となり､ティーチングはさほどでない｡しかし､教育を重視する小規模の大学であれ

ば､ティーチングをより重視することになる｡これは､あくまでも学生側の要望に反映されたも

のとなる｡

雇用では､公正さが重視され､少数派が優遇される｡ とくに､女性は優遇され､教授の半分は

女性が占める｡次に､身体障害者も考慮されるが､資格的に同等と見なされた場合のことである｡

候補者が同じ資格の場合､法律は障害者を優先的に雇用するように勧めている｡少数民族の場合

もそうである｡ ポス トを公示するときに､そのことが謳われる (たとえば､男女雇用均等とか､

少数民族歓迎などである)｡

昇進制度であるが､年齢制限はまったくない｡昇進は､大学ごとで対応は異なるが､一般的に､

大学院を卒業した直後､企業から大学のポストに就いた場合などは､見習い期間 (Probation)と

して雇用する｡ もし､問題があれば､3年目に再審査が行われて､継続できるかどうかを判断す

る｡ 契約を取り消されるようなことは､きわめて稀である｡ 審査の対象となるのは､｢研究｣の進

展であって､ティーチングの能力ではない｡｢見習い期間｣は避けて通れないプロセスである｡ 6

年目になると､テニュアをクリアしなければならないが､大学によっては､テニュアを獲得する

と､自動的に助教授から准教授に昇進する｡手続きは､デパー トメントにテニュア委員会が設置

され､デパー トメントのチェア-が委員長になり､委員が選考される｡ 候補者は､すべての研究

業績 (論文や未公開刊行物などを含む)をリサーチ ･ドシエーにファイルし､ティーチング ･ド

シエーに担当科目､｢学生による授業評価｣､大学院生での指導歴などをファイルする｡ そして､

デパー トメントの委員会が投票 (Vbte)によって判定する｡ 委員会に決定権はないので､候補者

を ｢推薦｣するだけである｡ その後､教授会で議論して､教授会の委員会が決定する｡ この委員

会が提出書類を再度チェックして､デパー トメントの委員会の ｢推薦｣を認めるかどうかを判断

する｡ この委員会は ｢推薦｣を拒否することもできる｡ そこでの結論を大学評議会 (Academic

Senate)に送って採決 (Ratification)を仰ぐ｡これはきわめて形式的である (RubberStamp)で

ある｡ もし､テニュアが獲得できれば､自動的に准教授に昇進できる｡

テニュアの獲得は5年目を終え､6年目に要求 (Require)できるものであるが､准教授から正

質問項目の雇用の一般的な益雄 (HlrlngStandards)であるが､理想的には,カナダの大学で

学部教育を終え､その後､-ーバー ド大学､プリンス トン大学､UCバークレー大学などの大学

院でPhD の学位を取得し､カナダに戻って教えたいと考える候補者が望ましいと考えられてい

る.基本的な益雄 (PrlmaryCr)terla)となるのは､将来的に､どれだけの優れた研究威光が卿 寺

できるかという点である｡大学あるいは学部 ･学科の評判を､将来にわたって､どのように謀芹め

ることができるかである｡たとえば､ トロント大学のように研究中心の大学であれば､研究業鮫

が判断基雛となり､ティーチングはさほどでない｡ しかし､教育を丑祝する小規模の大字であれ

ば.ティーチングをより重視することになる｡これは､あくまでも学生側の要望に反映されたも

のとなる｡

床用では､公正さが重視され､少数派が僚過される｡とくに､女性は優過され､教授の半分は

女性が占める｡次に､身体陪賓者も考慮されるが､資格的に同等と見なされた勘合のことであるC

候補名が同じ資格の場合､法附 ま障害名を優先的に稲用するように勧めている｡少数民族の場合

もそうである.ポス トを公示するときに､そのことが誰われる (たとえば,男女雇用均等とか､

少数民族歓迎などである)｡

昇進制度であるが､年齢制限はまったくない｡昇進は､大学ごとで対応は興なるが､一般的に､

大学院を卒英した直後､企業から大学のポストに就いた勘合などは､見習い期間u'robatlOn)と

して雇用する｡もし､問超があれば､3年Elに再審査が行われて､継続できるかどうかを判断す

る｡契約を取り消されるようなことは､きわめて#,である｡審査の対象となるのは､｢研究｣の進

展であって､ティーチングの能力ではないO｢見習い期間｣は避けて通れないプロセスである06

年目になると､テニュアをクリアしなければならないが､大学によっては､テニュアを獲得する

と､自動的に助教授からFlた教授に昇進する｡手続きは､デパー トメントにテニュア委il会が設'B

され､デパー トメントのチェア-が委員長になり､委flが選考されるO候補者は､すべての研究

菜紡 (胎文や未公開刊行物などを含む)をリサーチ ･ドンエーにファイルし､ティーチング ･ド

シエーに担当科目､｢学生による授菓評価｣､大学院生での指導歴などをファイルする.そして､

デパー トメントの委員会が投発 (Vote)によって判定するO委員会に決定権はないので､候補者

を ｢推乃｣するだけである｡その後､教授会で談論して､教授会の委員会が決定する｡この委臼

会が挺出缶難を再度チェックして､デパー トメントの委fl会の ｢椎飛｣を認めるかどうかを判断
する｡この委員会は ｢雌粥｣を拒否することもできるOそこでの結論を大学評銭金 (AcademlC

Senate)に送って採決 収atLr】CatlOn)を仰く｡これはきわめて形式的である 的ubberStamp)で

ある｡もし､テニュアが獲得できれば､自動的に准教授に昇進できる｡

テニュアの漸 剃ま5年目を終え､6年目に姿求 (Require)できるものであるが､准教授から正

質問項Elの屈用の一般的な基準 (HlrlngStandards)であるが,理想的には,カナダの大学で

学部教育を終え.その後､-ーバー ド大学､プリンス トン大学､UCバークレー大学などの大学

院でPhD の学位を取得し､カナダに戻って教えたいと考える候郁者が望ましいと考えられてい

る.基本的な益雄 (PrlmaryCnterla)となるのは,将来的に､どれだけの優れた研究成典が期待

できるかという点である｡大学あるいは学部 ･学科の評判を､将来にわたって､どのようにT:方め

ることができるかである｡たとえば､ トロント大学のように研究中心の大学であれば､研究業緋

が判断益ifFlとなり､ティーチングはさほどでない｡ しかし､教育を丑祝する小規模の大学であれ

ば.ティーチングをより重視することになる｡これは､あくまでも学生側の要望に反映されたも

のとなる｡

屈用では､公正さが重視され､少数派が僚過される｡とくに､女性は優過され､教授の半分は

女性が占める｡次に､身体障智者も考慮されるが､資格的に同等と見なされた勘合のことであるQ

候祁橘 が同じ資格の場合､法律は佑音名を優先的に雁用するように勧めている｡少数民族の場合

もそうである.ポス トを公示するときに､そのことが請われる (たとえば,93女雇用均等とか､

少数民族歓迎などである)｡

昇進制度であるが､年齢制限はまったくない.昇進は､大学ごとで対応は兇なるが､一般的に､

大学院を卒業した直後､企業から大学のポス トに就いた場合などは､見習い期rmu'robatlOn)と

して雇用するOもし､問超があれば､3年Elに両帝丑が行われて､継続できるかどうかを判断す

る｡契約を取り消されるようなことは､きわめて櫛である｡審査の対象となるのは､｢研究｣の進

展であって､ティーチングの能力ではないO｢見習い期間｣は避けて通れないプロセスである｡6

年日になると､テニュアをクリアしなければならないが､大学によっては､テニュアを獲得する

と､自動的に助教授から印だ教授に昇進する｡手続きは､デパー トメントにテニュア委員会が設JR

され､デパー トメントのチェア-が委員長になり､委員が選考される｡候抑者は､すべての研究

某紙 (論文や未公開刊行物などを含む)をリサーチ ･ドンエーにファイルし､ティーチング ド

シエーに担当科El.｢学生による授菓評価｣､大学院生での指須磨などをファイルする｡そして､

デパー トメントの委員会が投if,'さ(Vote)によって判定する｡委員会に決定権はないので､候補者

を r推肺｣するだけである.その後､教授会で諮給して､教授会の委11会が決定する｡この委1i
会が挺出市税を再度チェックして､デパー トメン トの委Ll会の り触巧｣を認めるかどうかを判断

する｡この委員会は ｢椎粥｣を拒否することもできる.そこでの結論を大学評耗会 (AcademlC

Senate)に送って採決 (RatlLjcatlOn)を仰ぐ｡これはきわめて形式的である 的ubberStamp)で

ある｡もし.テニュアが獲得できれば､自動的に准教授に昇進できる｡

テニュアの頒矧 ま5年Elを終え､6年目に姿求 (Require)できるものであるが､准教授から正




